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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

１．学校概要 

学校名  一宮市立中島小学校                       

  種別  □保育園・幼稚園  ■小学校  □小中一貫教育 

      □中学校      □高等学校 □中高一貫教育 

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  住所 〒４９１－０３６２ 

      愛知県一宮市萩原町西宮重字中光堂８５０                             

  E-mail： nakasi-e@city.ichinomiya.aichi.jp                      

  Website： http://www2.schoolweb.ne.jp/weblog/index.php?id=2310138                     

  児童生徒数：男子 １６７名   女子  １６４名  合計 ３３１名 

        児童・生徒の年齢  ６歳～ １２歳 
  

２．実施活動（複数選択可） 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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３．活動内容 

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

自然がいっぱい みんなが笑顔の中島小 

～トンボ園・にこにこ畑を利用して～ 

一宮市立中島小学校  

 

今年度の実践 
（１） トンボ園を利用した活動について 

 トンボ園を利用して、できるだけ自然と親しむことができるよう

にしている。低学年児童は、虫を捕まえたり、池でメダカを捕まえ

たりして遊んでいる。高学年児童は、写生会の時に絵を描いたり、

理科の時間に観察したりしている。また、外部講師を招いてトンボ

教室やメダカ教室を行った。 

 

（２） にこにこ畑を利用した栽培活動について 

 学年ごとにサツマイモやタマネギなど野菜を決め、年間を通して

計画的に栽培を行っている。 

その中でも、サツマイモは、全校児童で苗を植えたり、収穫をし

たりしている。畝作りのときのマルチシートかけの作業や収穫前の

つる切りでは、児童だけでなく保護者のボランティアも参加してい

ただいて行っている。また、苗植えや収穫のときには、ペア活動（１

年生と６年生・２年生と４年生・３年生と５年生）を取り入れてい

る。 

 
（３） 行事と関連付けた栽培活動について 

 ① 一人一鉢運動 

  毎年、運動会や卒業式・入学式の会場を飾るためにサルビ   

アやパンジーを育てている。運動会の本部前の真っ赤に咲き  

誇るサルビアや、卒業式や入学式の会場いっぱいに置かれた  

色とりどりのパンジーは、児童や保護者にとって思い出に残 

るようである。 

 
② ニコニコふれあいバス感謝祭 

にこにこ畑で収穫した野菜を、毎年中島小学校で行われる

「ニコニコふれあいバス感謝祭」で学校に来場した地域の

方々に渡している。準備の段階では、サツマイモの重さを量っ

たり、枝から枝豆の房をとったりしながら、児童は楽しそうに

取り組んでいる。感謝祭当日も「農薬を使っていないから安心

です！」と来場者に声をかけていた。 

野菜栽培や収穫活動を通して、地域の方とふれあうことも

でき、児童は楽しんで取り組んでいる。 
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③ 親子いも掘り体験会 

学校での収穫が終わってから、毎年「親子いも掘り体験会」

を開催している。児童は、お父さんやお母さんからいもを上手

に掘るコツを教えてもらいながら、取り組んでいた。児童にと

って、ペア学年で行ういも掘りとは、また別の楽しみになって

いる。 

 

実践の成果 
 児童のさまざまな活動への取り組みの成果を、事後のまとめや感想などから把握

してきた。感想には「自分が野菜を育てるようになってから、野菜が好きになった」

「１年生の子たちとサツマイモの苗を植えた時に『大きなおいもができますように』

と手を合わせていたのがかわいらしかった」「『ニコニコふれあいバス感謝祭』で、地

域の方が『上手に作ったね』とほめてくれたのがうれしかった」などがあり、活動に

ついて楽しんで取り組めていたことがわかった。 

 また、学年が上になると「トンボ池の水が減っています」と教えてくれたり、「そ

ろそろタマネギを植えますか？」と次の作業に意欲を見せたりする児童が多数出て

くる。これは、継続的に実践している成果だと考えられる。 

 

今後の課題 
 中島小学校では、このほかにも「ヤゴ救出作戦」「緑のカーテン実験」「米作り」「野

草の天ぷら作り」「原木しいたけ菌打ち体験」などさまざまな実践を行っている。た

だたくさんの活動が組まれており、それぞれの活動について、児童はじっくり考えて

取り組んだり、活動について振り返ったりすることがあまりできていない状況もあ

る。 

 今後は、「楽しかった」という感想だけで終わるのではなく、「次はこうしてみたい」

「こうやったらどうだろう」「なぜこうなったのだろう」というような深まりのある

実践にも取り組んでいきたい。そのためには、活動を精選することも視野に入れて検

討する必要があると考えている。児童の実態や地域の特色に合わせたカリキュラム

になるように、今年度の実践を基にＥＳＤカレンダーを見直し、栽培活動や地域との

連携に関する具体的な活動内容の改善を図っていきたい。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


